
新型コロナウイルス感染症
から市⺠を守る緊急支援策

令和２年４月２３日（木）
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補正予算編成の基本的な考え方
●4/7 国が緊急事態宣言 福岡県を含む７都府県が対象
●4/14〜5/6 福岡県知事が各種施設に対して休業の協⼒要請・協⼒依頼等

市⺠⽣活全般にこれまでにない不安と深刻な影響が⽣じている

新型コロナウイルス感染症の感染拡⼤を防⽌し、市⺠⽣活への影響を最⼩限に⾷い⽌めるた
め、喫緊に必要な対策を補正予算として取りまとめ
【補正予算４つの柱】

①感染拡⼤防⽌と医療提供体制の強化
②感染症拡⼤防⽌に取り組む市⺠等の支援
③雇用維持と事業継続のための地域経済対策
④新型コロナウイルス感染症への更なる備え
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令和２年度４⽉補正予算の概要

■一般会計予算規模 過去最⼤の補正予算規模
１，６６５．８億円

うち、国の給付事業や融資を除いた本市の緊急支援策

９０億円
■特別会計・企業会計を含む予算規模（総額）

１，６７１．９億円
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令和２年度４月補正予算の基本的な考え方
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新型コロナウイルス感染症から市⺠を守る４つの柱

Ⅰ.感染拡⼤防⽌と医療体
制の強化

１７．４億円

Ⅱ．感染症拡⼤防⽌に取
り組む市⺠等の支援

９９８億円

Ⅲ．雇用維持と事業継続
のための地域経済対策

６２９億円

Ⅳ．新型コロナウイルス
感染症へのさらなる備え

２１．４億円



●（仮称）北九州市ＰＣＲ検査センターの開設
●⺠間検査機関への検査機器導⼊経費

柱Ⅰ．感染拡⼤防⽌と医療体制の強化【ＰＣＲ検査体制の拡充】
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病院機能の強化支援
•協⼒医療機関へ医療用部材の無償給付
N９５マスク・医療用ガウン・フェイスシールド

•コロナ対策用の備品購⼊支援補助⾦の創設
補助率４／５ 上限１，０００万円

•感染症患者の⼊院受け⼊れ１人につき３０万円支給

柱Ⅰ．感染拡⼤防⽌と医療体制の強化
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北九州市⽴病院機構の患者受け⼊れ体制の強化

•重症患者受け⼊れ体制の強化
人工呼吸器の増設（５台）・ＩＣＵ陰圧化工事

•院内感染防⽌対策の強化
ＰＣＲ検査機器の導⼊

•人員体制の強化
医師の確保（３名増員）

柱Ⅰ．感染拡⼤防⽌と医療体制の強化
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市内⼊院体制の拡充

•⼊院ベッドの拡充（予定）
６０床 → １００床

•宿泊施設の活用
東横イン北九州空港 ２００室

柱Ⅰ．感染拡⼤防⽌と医療体制の強化
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感染拡⼤防⽌のための施設改修の支援、広報の強化
•介護施設、児童養護施設等の個室化のための施設改修を支
援

•⾞内での密集を避けるため、特別支援学校のスクールバス
を１０台増⾞

•感染症拡⼤防⽌に必要な情報を確実に届けるため、新聞広
告等のメディアを通じた広報の強化

•抗体検査キットの活用方法の研究

柱Ⅰ．感染拡⼤防⽌と医療体制の強化
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医療・福祉等を支える従事者への支援

• 医療機関（⻭科・薬局含）、高齢者施設、障害者施設・・・・ ５ 〜 ６００万円
• 保育所、放課後児童クラブ、幼稚園等・・・ 最⼤ ６０万円
• ⼦どもの館、⼦育てふれあい交流プラザで、医療従事者の⼦どもを緊急保育
する体制を確保

柱Ⅱ．感染拡⼤防⽌に取り組む市⺠等の支援

10



市⺠⽣活を下支えする取組
• 多様な相談に迅速かつ一元的に対応するため、

⻄⽇本総合展⽰場にワンストップ相談窓⼝を開設
• 国の緊急経済対策の趣旨に基づき、

1人あたり １０万円の給付⾦を迅速に支給
• ⼦育て世帯（児童手当受給者）へ

児童1人あたり １万円を支給

柱Ⅱ．感染症拡⼤防⽌に取り組む市⺠等の支援
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地域経済対策

•休業要請に応じた店舗等へ上限40万円の協⼒⾦を支給
•中⼩企業融資の拡⼤
•資⾦繰り等のワンストップ相談窓⼝の増設
•ホテルを活用したテレワーク支援
•クラウドファンディングを活用した資⾦調達支援
•デリバリーサービスの拡⼤を通じた飲⾷店等の支援

（以上、４⽉１６⽇公表分）

柱Ⅲ．雇用維持と事業継続のための地域経済対策
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３０億円規模
の

地域経済対策



感染症拡⼤防⽌に向けた更なる備え

•今後必要な対策を迅速に講じるための備えとして

２０億円規模
の感染症対策予備費を創設

柱Ⅳ．新型コロナウイルス感染症等への更なる備え
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「北九州市新型コロナウイルス
相談ナビダイヤル」の開設

○これまで
・コールセンター（帰国者・接触者相談センター）を設置（２４時間体制で受付）

○「北九州市新型コロナウイルス相談ナビダイヤル」を４⽉１５⽇に開設。

電話番号︓０５７０－０９３－５６７
緊急事態宣言の発出などに伴い、市⺠や企業等からの多数・多様化する問い合わせに迅速・
的確に対応
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北九州（市外局番） コ ロ ナ



○⼦どもの感染防⽌のためにも、保育所や放課後児童クラブの利用に

つきましては、両親ともに医療従事者など、どうしても家庭
での保育が困難な場合に限定しております。また、学校の預かり
につきましては、家庭での対応が可能である世帯は、是非一層のお願い

をいたします。

事業主の方々には、⼦育て中の従業員の休暇取得等について、
特段のご配慮をお願いします。

保護者・事業主の方々へのお願い
（保育所・放課後児童クラブ・学校について）
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市⺠の皆様へのお願い

次のことを徹底していただきますよう、お願いします。

○不要不急の外出⾃粛の徹底

○外出される場合は、３密（密閉、密集、密接）を避けること

○思いやりの距離（ソーシャル・ディスタンス）をとること

16



参考：厚生労働省HPより
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おわりに

福岡県と連携し、新型コロナウイルス感染症の感染拡
⼤の防⽌に努め、一⽇でも早く終息して、平穏な⽇常
⽣活が戻るよう、市⺠の皆様と一丸となって、この難
局を乗り越えていきたいと思います。

市⺠の皆様、事業者の皆様のご協⼒をよろしくお願い
いたします。
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北九州版クラウドファンディングの実施

・最前線で対応している医療関係者に
・外出自粛等でダメージを受けている
事業者の方々に

みなさまのエール（応援の気持ち）を形にする
クラウドファンディングを設置

【目的】



保健福祉局の主な補正予算内容 

（総額２８億４千７百万円） 

１ ＰＣＲ検査体制の拡充 

（１）（仮称）北九州市ＰＣＲ検査センターの開設    １６１，０００千円 
  かかりつけ医や一般の医療機関を受診した患者で、医師が検査が必要と判 
断した者に対し、保健所を介さず必要なＰＣＲ検査ができる体制を確保するた 
め、「（仮称）北九州市ＰＣＲ検査センター」を開設する。 
また、採取した検体の検査を行う民間検査機関に対し、検査機器の導入支援 

を行うことで、検査能力を高める。 
（２）ＰＣＲ検査の民間委託              ２７，０００千円 
  感染症患者が増加した場合に、保健環境研究所の処理可能数を超える分を

民間検査機関へ委託する。 
  上記PCR検査とは別に、抗体検査キットの活用方法についても研究を行う。 

２ 病院機能の強化支援（患者受け入れ体制の強化）  

（１） 医療機関への支援 
①医療機関あて特別給付金の支給         ７９９，３５０千円 

 病院、一般診療所、歯科診療所、薬局に対して、支援金を給付する。 
  ②感染症患者受け入れに対する支援金の給付     ６０，０００千円 

   感染症患者の入院受け入れ 1 人につき３０万円を県とは別に支給する。 

（２）協力医療機関への物資の確保          
  ①医療用防具（Ｎ９５マスク、医療用ガウン、フェイスシールドなど）を

無償で現物給付。                ３４，１５５千円 
＊保健福祉局に調達チームを設置し、独自の調達ルートの開拓。 

  ②コロナ対策用の備品購入支援補助金の創設    １６１，０００千円 
   人工呼吸器、ポータブルＸ線装置、院内感染防止のためのＰＣＲ検査機

器などの購入経費の４／５を上限 1,000 万円で補助する。 
（３）北九州市立病院機構の患者受け入れ体制の強化  ３９７，５００千円 
  ①重症患者受け入れ体制の強化（人工呼吸器の増設、ＩＣＵ陰圧化工事） 
  ②院内感染防止対策の強化（ＰＣＲ検査機器の導入） 
  ③人員体制の強化（医師の確保） 
 

３ 福祉施設の感染防止の取り組みに対する支援     

（１）福祉施設への特別給付金の支給         ９３０，９５０千円 
  高齢者、障害者の入所、通所施設等に対して、支援金を給付する。 
（２）福祉施設の感染防止対策の支援          ６０，１０２千円 
  高齢者、障害者の事業所あてに、サージカルマスク、消毒液を無償で現物

給付。 
（３）民間老人福祉施設の整備補助          １８９，７３２千円 
  民間事業者の介護施設等が多床室を個室化する改修経費を補助する。 


